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令和５年９月定例会の内容をお届けします。

＆

島田市立看護専門学校
の学生

市議会

特 集
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島
田
市
立
看
護
専
門
学
校
は
、
看
護
師
の
安
定
的

な
確
保
の
た
め
平
成
元
年
４
月
に
開
校
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
１
１
４
１
人
で
、
島
田
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
県
内
外
の
医
療
機
関

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
看
護
専
門
学
校
の
３
年
生
５
人
か
ら
お
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

《
ど
ち
ら
に
お
住
ま
い
で
す
か
。》

・
島
田
市
金
谷
地
区
、
六
合
地
区

・
掛
川
市
、
藤
枝
市
、
焼
津
市

《
島
田
市
に
つ
い
て
の
感
想
は
。》

・
地
域
の
方
と
の
交
流
が
あ
り
、
つ
な
が
り
を
感
じ
る
。

・
遊
ぶ
場
所
も
増
え
、
過
ご
し
や
す
い
。

・
自
然
豊
か
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
。

・
祭
り
な
ど
の
文
化
伝
統
を
感
じ
る
。

《
将
来
看
護
師
に
な
る
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な

抱
負
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。》

・�

実
習
で
得
た
知
識
や
経
験
を
し
っ
か
り
生
か
し
、
患

者
に
信
頼
さ
れ
、
ま
た
安
心
さ
れ
る
看
護
師
に
な
り

た
い
。

・�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
、
患
者
の

気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
看
護
師
に
な
り
た
い
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、学

生
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
か
。》

患
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
看
護
師
に
な
り
た
い

市議会

島田市立看護専門学校
の学生
＆

特 集

看護専門学校学生の声は？

令和５年９月25日に島田市立看護専門
学校の学生からお話をお聞きしました。
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・�

コ
ロ
ナ
禍
で
面
会
が
制
限
さ
れ
、
実
習
の
際
に
患
者

の
ご
家
族
と
の
接
点
が
減
っ
た
こ
と
で
、
退
院
後
の

様
子
を
想
像
し
な
が
ら
対
応
す
る
機
会
が
少
な
く
な

っ
た
。

・�

コ
ロ
ナ
禍
前
は
近
隣
の
看
護
学
校
と
の
交
流
が
あ
っ

た
が
、
現
在
は
な
く
残
念
。

《
看
護
学
校
の
設
備
な
ど
、
学
業
を
進
め
て
い
く

上
で
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。》

・�

木
製
の
机
と
椅
子
は
き
し
む
音
が
う
る
さ
く
、
長
時

間
使
用
す
る
と
体
力
的
に
大
変
な
の
で
改
修
し
て
ほ

し
い
。

・�

電
気
代
を
気
に
し
な
が
ら
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
調
整

し
て
い
る
た
め
、
改
善
し
て
ほ
し
い
。

・�

病
院
周
辺
の
川
沿
い
の
道
路
は
道
幅
が
狭
い
た
め
、一

方
通
行
な
ど
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

・�

バ
ス
の
本
数
が
少
な
く
不
便
な
た
め
、
増
便
し
て
ほ

し
い
。

・�

一
般
駐
車
場
か
ら
校
舎
に
向
か
う
際
に
渡
る
道
路
は

車
の
通
行
が
多
く
、
怖
い
。
横
断
歩
道
が
ほ
し
い
。

《
市
議
会
に
関
心
は
あ
り
ま
す
か
。》

・�

名
前
は
知
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
何
を
し
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
。

・�

広
報
し
ま
だ
は
見
る
が
、
議
会
だ
よ
り
の
存
在
は
知

ら
な
い
。

　
市
議
会
か
ら
は
、
議
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
議
会
だ
よ
り
を
見
て
も
ら
う

よ
う
案
内
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
３
年
生
の
皆
様
は
令
和
６
年
２
月

の
国
家
試
験
合
格
に
向
け
て
猛
勉
強
中
と
の
こ
と
で

し
た
。
皆
様
の
合
格
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
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８
月
30
日
（
水
）
本
議
会
初
日　
22
議
案
上
程

専
決
処
分
な
ど
の
報
告
２
件
、
一
般
会
計
決
算
な
ど
の
認
定
10
件
、
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
９
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
７
日
（
木
）
～
11
日
（
月
）　
一
般
質
問　
議
員
15
人
が
登
壇

15
人
の
議
員
が
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。　
　
（
11
～
18
ペ
ー
ジ
）

９
月
13
日
（
水
）
議
案
質
疑　
議
員
５
人
が
登
壇　
追
加
議
案
上
程

５
人
の
議
員
が
、
議
案
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
常
任
委
員
会
お
よ
び

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
に
議
案
の
審
査
を
委
ね
ま
し
た
。
ま
た
追
加

議
案
２
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ 

ｕ
ｐ
１
～
４
へ
（
５
ペ
ー
ジ
）

９
月
14
日
（
木
）
～
19
日
（
火
）

常
任
委
員
会
、
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
お
よ
び
予
算
・

決
算
特
別
委
員
会
３
分
科
会
を
順
次
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。　
（
8
～
10
ペ
ー
ジ
）

９
月
22
日
（
金
）
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
議
案
審
査

３
分
科
会
か
ら
の
報
告
、
討
論
、
議
案
の
採
決
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

決
算
認
定
に
関
す
る
提
言
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
29
日
（
金
）
本
会
議
最
終
日　
議
案
可
決

予
算・決
算
特
別
委
員
会
と
３
常
任
委
員
会
の
委
員
長
報
告
に
続
き
、一

般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
議
案
、
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
補
正
予
算
議
案
、
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正
議
案
に
つ
い
て
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
認
定
３

件
、
議
案
４
件
は
賛
成
多
数
で
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
認

定
７
件
と
議
案
７
件
は
全
員
賛
成
に
よ
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
報
告
１
件
、
諮
問
３
件
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。�

（
19
～
21
ペ
ー
ジ
）

定例会
の

概 要

令
和
４
年
度
決
算
認
定
お
よ
び

　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
度
補
正
予
算
可
決

令
和
５
年
９
月
定
例
会
を
、
８
月
30
日
（
水
）
か
ら
９
月
29
日
（
金
）
ま
で
、
31
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
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〈
認
定
第
１
号　
令
和
４
年
度
島
田
市
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

〈
議
案
第
89
号　
令
和
５
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
〉

〈
認
定
第
２
号　
令
和
４
年
度
島
田
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

〈
議
案
第
94
号　
島
田
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

Q�

こ
の
時
期
に
下
水
道
使
用
料
を
値
上
げ
す
る
理
由
は
。

A�

下
水
道
使
用
料
金
等
審
議
会
で
５
年
ご
と
見
直
し
の
答
申
を
受
け
て
い
る
。
下

水
道
料
金
は
平
成
26
年
以
降
改
定
し
て
い
な
い
の
で
、
審
議
会
で
審
議
し
、
今

回
の
見
直
し
と
な
っ
た
。

Q�
基
本
使
用
料
と
従
量
使
用
料
を
細
分
化
し
て
料
金
を
引
き
上
げ
る
理
由
は
。

A�
公
共
下
水
道
事
業
は
、
使
用
料
収
入
だ
け
で
経
営
で
き
て
い
な
い
た
め
、
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
る
。
公
営
企
業
の
健
全
化
を
高
め
る
た
め
、
下
水
道

料
金
を
改
定
す
る
。
改
定
に
当
た
り
、
使
用
料
を
基
本
使
用
料
と
従
量
使
用
料

に
区
分
す
る
こ
と
で
、
使
用
の
少
な
い
人
の
負
担
を
減
ら
し
、
使
用
量
に
応
じ

た
料
金
区
分
と
し
た
。

Q�

金
谷
地
区
生
活
交
流
拠
点
施
設
建
設
費
の
利
息
が
増
額
さ
れ
る
理
由
は
何
か
。

A�

事
業
者
と
の
契
約
上
、
令
和
３
年
５
月
の
基
準
金
利
と
、
施
設
の
引
き
渡
し
が

さ
れ
た
同
５
年
６
月
の
金
利
の
差
額
を
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

Q�

今
後
、
契
約
期
間
中
に
債
務
負
担
行
為
の
金
額
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
。

A�

今
後
、
契
約
期
間
中
に
債
務
負
担
行
為
金
額
が
変
更
と
な
る
要
因
は
、
現
時
点

で
は
特
に
な
い
。

Q�

前
年
度
と
比
較
し
て
、
国
保
税
の
滞
納
金
額
が
増
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

A�

未
納
世
帯
数
は
１
・
６
倍
、
未
納
額
は
１
・
９
倍
で
あ
る
。
物
価
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
家
計
の
影
響
を
受
け
、
幅
広
い
世
帯
で
滞
納
が
あ
り
、
所
得
の
多
い
家

庭
は
調
定
額
も
大
き
い
こ
と
か
ら
滞
納
金
額
が
増
額
と
な
っ
た
。

Q�

令
和
４
年
度
に
基
礎
課
税
分
の
所
得
割
を
６
・
２
％
か
ら
６
・
６
％
に
引
き
上

げ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
。

A�

税
率
の
引
き
上
げ
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
段
階
的
に
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

滞
納
率
・
額
と
も
増
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
上
げ
に
よ
る
こ
と
が

要
因
と
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
は
、
収
納
率
を
向
上
さ
せ
た
い
。

Q�

島
田
市
の
財
政
力
を
示
す
財
政
力
指
数
や
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
経
費
で
あ
る

経
常
収
支
比
率
な
ど
、
市
の
財
政
力
を
示
す
数
値
は
、
国
か
ら
の
特
別
な
財
源

を
除
け
ば
、
年
々
低
下
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

A�

公
共
施
設
の
光
熱
水
費
の
増
加
や
島
田
第
四
小
学
校
の
改
築
事
業
な
ど
に
よ
り
、

数
値
は
低
下
し
て
い
る
。

Q�

税
収
は
横
ば
い
で
あ
り
、
民
生
費
な
ど
経
常
経
費
は
増
加
し
て
い
る
。
国
の
基

準
内
と
は
い
え
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
。

A�

令
和
４
年
度
の
経
常
収
支
比
率
が
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
今
後
は
、
歳
出
改
革
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

下
水
道
料
金
の
値
上
げ
の
理
由
は
？

な
ぜ
金
谷
地
区
生
活
交
流
拠
点
施
設
の

建
設
請
負
費
の
利
息
が
増
額
さ
れ
る
の
か
？

国
保
税
の
引
き
上
げ
が

　
　
　
　
市
民
の
負
担
で
は
？

島
田
市
の
財
政
状
況
は
？

Pick
up 1

Pick
up 4 Pick

up

Pick
up

3

2
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これに注目!!

皆さんの税金はこのように使われました。
令和４年度　島田市　各会計決算を認定

一般会計歳出額（使ったお金）

歳出額（一般会計・特別会計）

451億5,834万円

650億5,449万円

　前年度の「税金の使い道（決算）」に関して、9月定例会にお
いて市長は市監査委員と市議会のチェック（審査）を受けなけ
ればなりません。
　令和４年度の島田市各会計の決算が市長から示されたので、
9月14日、15日、19日の３日間に開催された３つの常任委員
会及び予算・決算特別委員会で決算の審査を行い、「認定すべ
き」と決し、さらに、29日の本会議最終日において決算を認定
しました。
　その一部を紹介します。

令和４年度　島田市の各会計決算（一般会計・特別会計）

一般会計市債・基金の状況

歳入（市の収入） 歳出（市の支出）

一般会計 468億4,655万円 451億5,834万円

特別会計

国民健康保険事業 97億 155万円 89億7,860万円

土地取得事業 7億7,475万円 7億7,475万円

休日急患診療事業 4,717万円 4,713万円

介護保険事業 87億9,717万円 86億6,332万円

介護サービス事業 7,854万円 7,508万円

後期高齢者医療事業 13億5,905万円 13億5,727万円

公営企業会計

公営企業会計（経常収支）

水道事業会計 7,638万円

　　　収益 12億8,679万円

　　　費用 12億1,041万円

公共下水事業会計 3,450万円

　　　収益 7億2,040万円

　　　費用 6億8,590万円

病院事業会計 ▲6,267万円

　　　収益 152億6,767万円

　　　費用 153億3,034万円

島田市（一般会計）では、島田第一小学校改築事業や市
役所新庁舎整備事業などの大規模施設整備により、市債

（借金）残高が増え、基金（貯金）が減っています。

令和4年度末の残高 令和3年度末の残高

市債 430億9,836万円 416億8,133万円

基金 134億4,050万円 134億5,800万円



07 議会だよりShimada City Council Newsletter

その他 16億1,078万円
議会費 2億1,445万円
労働費 3,173万円
農林業費 8億5,084万円
災害復旧費 5億1,376万円

総務管理費 70億 875万円
戸籍住民基本台帳費 6億6,826万円
徴税費 4億 4万円

85億4,699万円総務費
児童福祉費 65億3,802万円
社会福祉費 64億 866万円
生活保護費 7億3,221万円

142億7,112万円民生費

保健衛生費 34億7,112万円
清掃費 19億9,779万円

54億6,891万円衛生費
商工費 8億1,605万円

8億1,605万円商工費

※各欄の金額について、端数処理（千円以下を四捨五入）をしています。

             

道路橋りょう費 16億3,453万円
都市計画費 12億8,738万円
土木管理費 3億3,522万円

36億6,251万円土木費
消防費 14億4,807万円

14億4,807万円消防費

小学校費 16億7,676万円
保健体育費 11億1,948万円
社会教育費 10億4,018万円

49億1,619万円教育費 44億1,771万円公債費
令和３年度末残高 416億8,133万円
令和４年度借入額 56億9,010万円
令和４年度末残高 430億9,836万円

公債費には償還利息が含まれます
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Q�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

お
け
る
一
人
一
台
端
末
の
故

障
が
増
え
て
い
る
が
、
対
応

状
況
は
。

A�

意
図
的
な
故
障
と
事
故
に
よ

る
故
障
が
あ
る
。
意
図
的
な

も
の
は
保
護
者
弁
償
と
し
て

い
る
。
修
理
費
は
簡
単
な
も

の
で
２
万
～
３
万
円
、
高
い

も
の
だ
と
８
万
円
程
度
で
あ

Q�

長
期
休
暇
中
は
30
分
前
倒
し

で
開
所
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

利
用
料
金
は
。

A�

８
月
は
１
日
１
０
０
０
円
、

冬
休
み
と
春
休
み
は
１
日
５

０
０
円
を
予
定
し
て
い
る
。

Q�

受
け
入
れ
人
数
を
増
員
し
た

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
ど
こ

か
。

A�
六
合
小
学
校
区
の
民
間
施
設

で
あ
る
。

Q�

こ
ど
も
発
達
相
談
事
業
の
臨

床
心
理
士
が
不
足
し
て
い
た

こ
と
で
利
用
者
を
待
た
せ
て

し
ま
っ
て
い
た
が
、
対
応
状

況
は
。

A�

心
理
士
は
募
集
し
て
も
応
募

者
が
い
な
い
。
来
年
度
は
心

理
検
査
も
で
き
る
言
語
聴
覚

士
な
ど
を
正
規
職
員
で
配
置

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
。

Q�

子
育
て
短
期
支
援
を
当
事
者

が
断
る
理
由
は
何
か
。

A�

子
ど
も
が
か
わ
い
そ
う
、
保

護
者
自
身
が
子
ど
も
と
離
れ

た
く
な
い
と
い
っ
た
理
由
で

あ
る
。

Q�

山
の
家
の
指
定
管
理
者
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
指

定
管
理
料
も
８
０
０
万
円
か

ら
１
４
０
０
万
円
に
増
額
し

て
い
る
。「
指
定
管
理
者
が
変

更
と
な
り
不
便
だ
」
と
の
声

も
聞
く
。
評
価
は
ど
う
か
。

A�

以
前
か
ら
引
き
続
い
て
働
い

て
い
る
職
員
も
い
る
。
融
通

の
利
い
た
運
営
を
求
め
て
い

る
。

Q�

予
定
価
格
と
入
札
価
格
の
差

が
大
き
い
理
由
は
。

A�

物
価
高
騰
の
影
響
を
見
込
ん

で
設
計
し
た
と
こ
ろ
、
結
果

的
に
低
い
金
額
で
の
落
札
と

な
っ
た
。

Q�

仕
様
書
上
で
は
置
き
去
り
防

止
装
置
が
な
い
が
、
設
置
し

な
い
の
か
。

A�

購
入
に
向
け
対
応
し
た
い
。

り
、
購
入
額
よ
り
も
高
く
な

る
。
現
在
、
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。

事
業
の
選
定
理
由

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
の

確
保
が
急
務
で
あ
る
。

事
業
の
選
定
理
由

　
各
学
校
か
ら
施
設
整
備
に
つ
い

て
予
算
要
求
が
あ
る
が
、
多
く
あ

る
た
め
優
先
順
位
を
つ
け
て
着
手

し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
教
育
を
受
け
る
環
境
整
備
が
必

要
で
あ
る
。

事
業
の
選
定
理
由

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い

る
。
給
食
費
が
上
が
ら
な
い
よ
う

に
、
パ
ン
の
切
り
込
み
や
ね
じ
り

加
工
を
な
く
す
な
ど
、
節
約
す
る

努
力
を
し
て
い
る
。
現
在
は
交
付

金
で
カ
バ
ー
で
き
て
い
る
が
、
次

年
度
以
降
が
心
配
で
あ
る
。

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定

子
ど
も
の
た
め
の
環
境
整
備
を
！

厚
生
教
育
常
任

員
委

会
・
分
科
会

常 任 委 員 会 お よ び
予算・決算特別委員会報告

重
要
案
件

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
包
括
運
営

委
託

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
実
現

事
業

●
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

●
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
費

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入
）

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

●
学
校
施
設
整
備

●
学
校
給
食
運
営
事
業

常
任
委
員
会

日々おいしい給食を作ってくれています



09 議会だよりShimada City Council Newsletter

Q�

下
水
道
料
金
の
改
定
が
行
わ

れ
た
場
合
、
ど
の
く
ら
い
の

収
入
増
に
な
り
、
物
価
高
騰

で
ど
の
程
度
の
経
費
を
見
込

む
か
。

A�

収
入
は
２
７
０
０
万
円
の
増

額
、
経
費
は
９
３
０
万
円
の

増
額
を
見
込
む
。

　
島
田
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
た
。

　
ま
た
島
田
都
市
計
画
新
東
名
島

田
金
谷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建

築
物
等
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
し
た
。

認
定
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

員
６
０
０
０
人
、
10
㎞
の
部
の
定

員
１
５
０
０
人
に
達
し
た
と
報
告

が
あ
っ
た
。

　
令
和
４
年
度
島
田
市
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て
、
可
決
す
べ
き
も
の
と

し
た
。
ま
た
令
和
４
年
度
島
田
市

水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
、

認
定
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

　
令
和
４
年
度
島
田
市
公
共
下
水

道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
も
、

の
姿
勢
は
い
か
が
か
。

A�

国
の
計
画
に
沿
い
つ
つ
、
島

田
市
の
状
況
を
見
な
が
ら
進

め
て
い
く
。
県
か
ら
希
望
農

家
の
申
請
額
が
補
助
金
と
し

て
交
付
さ
れ
る
。

Q�

有
機
農
法
に
対
す
る
島
田
市

Q�
住
宅
団
地
汚
水
処
理
場
の
収

支
は
ど
う
か
。

A�
収
入
額
が
１
０
０
０
万
円
ほ

ど
不
足
し
て
い
る
。

Q�

茶
業
振
興
協
会
に
補
助
金
を

出
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の

取
引
成
立
実
績
は
ど
う
か
。

A�

名
刺
交
換
な
ど
で
今
後
の
販

路
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
し
ま
だ
大
井
川
マ

ラ
ソ
ン
in
リ
バ
テ
ィ
の
経
済
効
果

に
対
す
る
質
問
や
、
観
光
協
会
へ

の
補
助
金
で
ど
の
よ
う
な
成
果
が

あ
っ
た
か
を
示
す
べ
き
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

Q�

海
外
か
ら
の
誘
客
は
ど
こ
の

国
・
地
域
を
想
定
し
て
い
る

か
。

A�

中
国
、
韓
国
、
台
湾
を
想
定

し
て
い
る
。

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定

予定の参加者数になった、しまだ大井川マラソンinリバティ

下
水
道
料
金
の
不
均
衡
是
正
に
着
手

経
済
建
設
常
任

員
委

会
・
分
科
会

●
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
委
員
会
で
の
審
査
結
果

●
令
和
４
年
度　
公
営
企
業
会
計

決
算
認
定

●
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

推
進
事
業

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
造
成
事
業

常
任
委
員
会

　
観
光
課
か
ら
、
10
月
29
日
開
催

の
し
ま
だ
大
井
川
マ
ラ
ソ
ン
in
リ

バ
テ
ィ
の
エ
ン
ト
リ
ー
状
況
は
、

レ
イ
ト
エ
ン
ト
リ
ー
を
実
施
し
た

結
果
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
の
定

●
し
ま
だ
大
井
川
マ
ラ
ソ
ン
in
リ

バ
テ
ィ
に
つ
い
て

　
す
ぐ
や
る
課
か
ら
、
９
月
12
日

か
ら
14
日
に
か
け
て
、
島
田
市
内

で
橋
梁
５
橋
に
お
い
て
橋
名
板
17

枚
の
盗
難
が
あ
り
、
被
害
額
は
85

万
円
に
な
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

（
９
月
15
日
時
点
）

●
橋
名
板
の
盗
難
被
害
に
つ
い
て
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事
業
概
要

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も

の
の
う
ち
、
東
京
駅
で
の
移
住
・

定
住
相
談
窓
口
も
併
設
し
た
市
内

製
品
販
売
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

出
店
事
業
。

事
業
評
価
・
提
言
事
項

　
島
田
市
の
魅
力
発
信
や
市
内
業

者
の
販
路
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
、移
住・定
住
促
進
窓
口

に
よ
る
関
係
人
口
拡
大
な
ど
、
事

業
成
果
は
評
価
さ
れ
る
事
業
で
あ

る
。
島
田
市
緑
茶
化
計
画
を
中
心

と
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
、
若
年
層
に
対
す
る
認
知

度
向
上
と
地
元
愛
の
醸
成
な
ど
を

併
せ
た
、
積
極
的
事
業
推
進
を
行

う
こ
と
を
提
言
す
る
。

事
業
概
要

　
民
間
業
者
に
窓
口
業
務
を
委
託

す
る
こ
と
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
。

事
業
評
価

　
委
託
業
者
の
業
務
評
価
の
重
要

性
や
契
約
更
新
時
に
お
け
る
継
続

性
が
重
要
で
あ
る
。

東京駅に出店したアンテナショップ

成
果
の
期
待
さ
れ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
積
極
的
な
展
開
を

重
要
案
件

●
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

事
業

●
窓
口
受
付
等
包
括
委
託

総
務
生
活
常
任

員
委

会
・
分
科
会

　
適
正
な
事
業
執
行
が
行
わ
れ
た

こ
と
か
ら
、
認
定
す
べ
き
も
の
と

し
た
。

常
任
委
員
会

●
令
和
４
年
度
島
田
市
土
地
取
得

事
業
特
別
会
計
決
算

事
業
概
要

　
自
治
会
に
お
け
る
情
報
通
信
機

器
整
備
に
補
助
を
行
う
。

事
業
評
価

　
現
行
の
補
助
対
象
は
自
治
会
で

あ
る
が
、
自
治
会
を
構
成
す
る
町

内
会
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
整
備
の
要
望
が
あ
り
、
今
後

状
況
を
考
慮
し
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

事
業
概
要

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
委
託
事
業
者
に
よ
る
地

域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
醸

成
・
向
上
業
務
準
備
業
務
と
し
て
、

関
係
団
体
と
の
現
状
調
査
と
先
進

地
域
の
調
査
。

事
業
評
価

　
事
業
の
成
果
は
今
後
の
業
務
実

施
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
が
、
当
局

が
随
時
関
わ
る
必
要
が
あ
る
。

事
業
概
要

　
地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
い

て
、委
託
事
業
者
の
状
況
対
応
、地

区
別
の
問
題
点
に
つ
い
て
議
論
を

行
う
。

事
業
評
価

　
交
通
事
業
者
（
タ
ク
シ
ー
事
業

者
を
含
む
）
と
の
共
存
の
検
討
な

ど
、
公
共
交
通
の
在
り
方
の
見
直

し
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線

維
持
の
危
機
的
状
況
を
市
民
に
理

解
し
て
も
ら
う
努
力
が
必
要
で
あ

る
。

●
自
治
会
活
動
支
援
事
業

●
金
谷
地
区
生
活
交
流
拠
点
整
備

運
営
事
業

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
管
理

経
費

令
和
4
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定
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A
Q
&

一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
９
月
定
例
会
で
は
、

15
人
の
議
員
が
個
人
質
問
を
実
施
し

ま
し
た
。
14
人
の
議
員
が
一
問
一
答

方
式
（
議
員
が
一
つ
の
質
問
を
市
長

等
も
一
つ
ず
つ
答
弁
す
る
方
式
）、
１

人
の
議
員
が
包
括
方
式
（
議
員
が
ま

と
め
て
３
回
ま
で
質
問
を
行
い
、
市

長
等
も
ま
と
め
て
答
弁
す
る
方
式
）

を
選
択
し
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
15
人
の
個
人
質
問
の

内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
興
味
を
持
っ
た
質
問
は
あ
り
ま
す

か
？

※
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
「
一
般
質
問
」
を
行
い
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会
議

録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

録
画
映
像
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

この二次元コード
からどうぞ！

給食だ！とうもろこしの皮むき体験

Q 

学
校
給
食
に
お
け
る
島
田
の
地
場
産

品
の
使
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A�

令
和
４
年
度
は
、
品
目
数
20
、
使
用

割
合
35
・
７
％
、
重
量
ベ
ー
ス
41
・

３
％
と
な
っ
て
い
る
。

Q 

米
（
91
％
）
み
か
ん
（
８
％
）
の
使

用
重
量
が
減
っ
た
理
由
は
何
か
。

A�

こ
れ
ま
で
米
は
１
０
０
％
島
田
産

だ
っ
た
が
、
不
作
の
た
め
、
ひ
と
月

分
を
県
内
産
で
、
み
か
ん
も
不
作
で

県
内
産
で
賄
っ
た
。

Q 

全
国
で
有
機
農
産
物
を
学
校
給
食
に

導
入
す
る
地
域
が
広
が
っ
て
い
る
。

生
産
者
、
行
政
連
携
の
も
と
進
め
ら

れ
て
い
る
学
校
給
食
地
産
地
消
連
絡

会
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

A�

有
機
農
産
物
を
学
校
給
食
に
提
供
す

る
た
め
に
は
、
安
定
し
た
生
産
体
制

と
栽
培
経
費
に
見
合
う
価
格
設
定
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
農
業
振
興
や

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
推
進

事
業
の
中
で
今
後
検
討
し
て
い
く
。

Q 

物
価
が
高
騰
し
、
食
材
、
食
品
の
値

上
げ
が
著
し
い
。
こ
れ
以
上
給
食
費

の
値
上
げ
に
つ
な
げ
て
は
な
ら
な
い
。

全
国
４
８
９
自
治
体
で
学
校
給
食
費

の
無
償
化
が
進
ん
で
い
る
。
義
務
教

育
無
償
の
観
点
か
ら
、
島
田
市
も
無

償
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A�

学
校
給
食
法
で
は
、
食
材
費
は
保
護

者
負
担
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
４
億

円
を
超
え
る
食
材
費
を
市
が
負
担
す

る
無
償
化
は
、
現
在
考
え
て
い
な
い
。

桜
さくら

井
い

洋
よう

子
こ

 議員

一問一答

学
校
給
食
に
安
全
安
心
な

　
　
食
材
の
導
入
を

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
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暑い中の配水管（耐震菅）布設替え現場

Q 

上
水
道
（
給
水
組
合
水
を
含
む
）
の

水
質
の
安
全
性
は
ど
う
か
。

A�

水
質
検
査
計
画
に
基
づ
い
て
水
質
検

査
を
実
施
し
て
お
り
、
水
質
基
準
に

完
全
に
適
合
し
て
い
る
。
給
水
人
口

１
０
０
人
以
下
の
水
道
施
設
29
カ
所

に
対
し
て
、
年
２
回
の
水
質
検
査
を

実
施
し
て
い
る
。
不
適
合
と
な
っ
た

施
設
に
対
し
て
は
、
滅
菌
装
置
の
取

付
け
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

Q 

水
道
施
設
や
配
水
管
な
ど
の
耐
震
化

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A�

耐
震
化
率
は
、
令
和
４
年
度
に
お
い

て
95
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
災
害

の
際
で
あ
っ
て
も
水
道
水
が
欠
か
せ

な
い
病
院
や
避
難
所
な
ど
の
施
設
へ

配
水
す
る
管
路
は
、
重
要
給
水
施
設

配
水
管
路
と
し
て
優
先
的
に
耐
震
化

を
進
め
る
位
置
付
け
で
あ
り
、
ま
た

送
配
水
系
統
の
根
幹
を
な
す
基
幹
管

路
は
、
優
先
的
に
更
新
し
て
い
る
。

Q 

住
居
に
お
け
る
管
路
の
管
理
区
分
は

ど
こ
か
。

A�

管
路
の
管
理
区
分
は
、
配
水
管
か
ら

給
水
管
を
分
岐
し
た
地
点
で
あ
る
。

Q 

官
民
境
界
、
民
地
と
道
路
な
ど
の
境

を
管
理
区
分
に
し
た
ら
ど
う
か
。

A�

近
隣
市
町
で
は
官
民
境
界
ま
で
と
し

て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、
現
在
の
管

理
区
分
を
維
持
す
る
。

Q 

時
間
を
か
け
て
も
、
管
理
区
分
に
つ

い
て
は
、
も
う
一
度
見
直
す
こ
と
を

提
案
し
た
い
が
ど
う
か
。

A�
官
民
境
界
前
の
個
人
管
理
給
水
管
の

寄
附
制
度
も
あ
る
。
私
有
管
の
寄
附

受
け
入
れ
事
務
処
理
要
領
が
あ
る
。

大
おお

石
いし

節
せつ

雄
お

 議員

一問一答

生
活
に
欠
か
せ
な
い

水
道
水
を
考
え
る

Q 

高
齢
者
や
生
活
困
窮
者
、
児
童
に
関

す
る
こ
と
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

支
援
に
つ
い
て
の
課
題
は
何
か
。

A�

一
つ
の
家
庭
で
複
数
の
課
題
を
抱
え

る
場
合
が
あ
り
、
担
当
課
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た

問
題
が
表
面
化
せ
ず
、
実
態
の
把
握

が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。さ
ら
に
、市

民
が
直
接
窓
口
に
来
る
こ
と
に
抵
抗

が
あ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

Q 

課
題
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

A�

職
員
や
民
生
委
員
、
児
童
委
員
が
訪

問
し
問
題
を
把
握
し
て
い
る
。
複
合

し
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
地
域
個
別

支
援
会
議
を
開
き
、
関
係
部
署
が
共

通
認
識
を
持
ち
対
応
し
て
い
る
。
ま

た
島
田
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
で
相
談
窓
口
案
内
を
開
設
し
た
。

児
童
に
つ
い
て
は
、
来
年
４
月
か
ら

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

子
ど
も
子
育
て
世
代
の
相
談
支
援
を

一
体
的
に
行
う
予
定
だ
。

Q 

地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
は
何
か
。

A�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
子
ど
も
食
堂

が
市
内
に
６
団
体
あ
り
、
多
世
代
の

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
課

題
の
解
決
の
た
め
に
市
内
で
12
カ
所

の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
設
立
し

た
。

Q 

ひ
き
こ
も
り
へ
の
対
策
は
ど
う
か
。

A�

具
体
的
な
世
帯
数
な
ど
は
把
握
し
て

い
な
い
。
ひ
き
こ
も
り
だ
け
で
は
な

く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
家
庭

に
対
す
る
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く
。

新庁舎は各課の連携が取りやすい配置となった

大
おお

関
ぜき

衣
きぬ

世
よ

 議員

一問一答

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
支
援
に

重
層
的
支
援
体
制
を
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間伐により整備された森林

Q 

現
在
ま
で
の
森
林
整
備
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

A�

10
年
間
で
人
工
林
約
１
万
４
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
以
下
ｈ
ａ
）
中
、
約
２
千

ｈ
ａ
の
間
伐
を
実
施
し
た
。

Q 

進
捗
度
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
。

A�

10
年
間
で
７
千
ｈ
ａ
の
間
伐
が
必
要

で
、
進
ん
で
い
な
い
と
判
断
す
る
。

Q 

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林

整
備
な
ど
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

A�

荒
廃
森
林
の
整
備
を
進
め
、
地
域
木

材
の
利
用
促
進
事
業
や
再
造
林
事
業

を
創
設
し
活
用
し
て
い
る
。

Q 

森
林
の
Ｃ
Ｏ
２ 

吸
収
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

化
し
た
森
林
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

A�

ク
レ
ジ
ッ
ト
取
得
に
向
け
て
、
森
林

経
営
計
画
の
策
定
指
導
や
取
得
の
助

言
や
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

Q 

木
質
ペ
レ
ッ
ト
原
料
と
な
る
間
伐
材

の
搬
出
へ
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

A�

県
の
搬
出
奨
励
補
助
金
に
市
が
上
乗

せ
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

天
あま

野
の

　弘
ひろし

 議員

一問一答

森
林
整
備
と
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

取
り
組
み

茶
業
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

Q 

市
と
し
て
茶
生
産
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

A�

農
家
数
の
減
少
が
著
し
く
、
茶
価
低

迷
や
資
材
高
騰
な
ど
に
よ
り
茶
農
家

の
経
営
は
厳
し
い
と
理
解
し
て
い
る
。

Q 
茶
園
集
積
や
土
地
改
良
の
事
業
は
。

A�
切
山
や
諏
訪
原
で
今
年
度
か
ら
基
盤

整
備
事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。

Q 

今
後
の
市
と
し
て
の
支
援
は
。

A�

有
機
、
碾て

ん
茶
な
ど
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
茶
の
生
産
体
制
を
支
援
す
る
。

地球環境を守ろう！

Q 「
地
球
沸
騰
の
時
代
が
来
た
」
と
言

わ
れ
て
い
る
。
早
急
に
対
策
を
打
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
２
次
島
田

市
環
境
基
本
計
画
中
「
川
や
水
を
守

る
」
の
項
目
の
対
応
は
ど
う
か
。

A�

大
井
川
を
知
る
出
前
講
座
や
水
生
生

物
調
査
な
ど
を
行
い
、
水
環
境
に
対

す
る
市
民
の
関
心
を
高
め
る
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。

Q 「
森
林
を
守
る
」
の
項
目
で
は
、整
備

の
目
標
に
対
し
達
成
率
が
59
％
で
あ

る
。
そ
の
対
策
は
ど
う
か
。

A�

国
産
木
材
の
需
要
増
で
林
業
経
営
が

間
伐
か
ら
皆
伐
・
植
栽
に
移
行
し
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
林
業
に
係
わ

る
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

Q 「
農
地
を
守
る
」
の
項
目
で
は
、荒
廃

農
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
若
い
後
継

者
へ
の
援
助
は
ど
う
か
。

A�
す
で
に
認
定
農
業
者
制
度
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
て
支
援
し
て
い
る
。

Q 

生
ご
み
処
理
容
器
の
普
及
が
遅
れ
て

い
る
が
、
そ
の
対
策
は
ど
う
か
。

A�

使
用
状
況
を
調
査
し
、
価
格
や
サ
イ

ズ
な
ど
選
択
肢
を
増
や
し
、
普
及
を

促
進
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q 

熱
中
症
で
緊
急
搬
送
さ
れ
た
人
数
の

推
移
は
ど
う
か
。

A�

島
田
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、

毎
年
約
50
人
が
搬
送
さ
れ
て
い
る
。

Q 

丹
那
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
経
験
を
生
か

し
、
国
策
に
Ｎ
Ｏ
と
言
え
る
勇
気
を

持
っ
て
ほ
し
い
が
、
リ
ニ
ア
工
事
に

対
す
る
考
え
を
問
う
。

A�

本
市
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備
に

反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

四
よ

ツ
つ

谷
や

恵
めぐみ

 議員

一問一答

第
３
次
環
境
基
本
計
画
の

内
容
を
問
う
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島田市コミュニティバス

Q 

島
田
市
に
お
け
る
公
共
交
通
と
は
。

A�

公
共
交
通
は
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
。
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
公
共
交
通
を
運
行
す
る
。

Q 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
自
主
運
行
バ

ス
の
現
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

A�

16
路
線
、
18
系
統
お
よ
び
1
区
域
で

運
行
し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
の
利

用
者
数
は
17
万
人
と
、
年
々
減
少
し

て
い
る
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で

の
需
要
回
復
は
難
し
い
。

Q 

全
国
的
に
運
転
手
不
足
や
燃
料
費
の

上
昇
に
よ
る
運
行
経
費
の
高
騰
が
続

く
問
題
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

A�

働
き
方
改
革
に
伴
う
２
０
２
４
年
問

題
は
、
公
共
交
通
分
野
も
大
き
な
影

響
を
受
け
る
。
運
転
手
不
足
に
拍
車

が
か
か
り
、
路
線
網
の
維
持
が
さ
ら

に
難
し
く
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q 

島
田
市
自
主
運
行
路
線
の
今
後
の
運

行
方
針
を
伺
う
。

A�

路
線
ご
と
新
た
な
公
共
交
通
の
運
行

が
定
ま
る
ま
で
現
在
の
路
線
を
維
持

す
る
。
今
後
は
持
続
可
能
な
公
共
交

通
網
を
構
築
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は

Q 

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
現
在
の
状
況
は
。

A�

令
和
４
年
度
の
寄
附
金
件
数
は
１
９

１
８
８
件
と
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。

Q 

市
民
が
他
市
町
な
ど
に
ふ
る
さ
と
納

税
を
し
た
状
況
は
。

A�
人
数
、
寄
附
額
と
も
増
加
し
て
い
る
。

Q 
今
後
の
当
市
の
方
針
を
伺
う
。

A�

寄
附
額
の
増
加
を
目
指
し
新
た
な
返

礼
品
の
発
掘
に
努
め
る
。

曽
そ

根
ね

達
たつ

裕
ひろ

 議員

一問一答

公
共
交
通
の
充
実
を
！

生かしたい　空港・新東名・ＳＬ・川根温泉

Q 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
は
、
当
初
、

南
ア
ル
プ
ス
の
北
、
甲
府
市
か
ら
長

野
県
北
部
の
諏
訪
市
の
コ
ー
ス
で
、

全
国
整
備
新
幹
線
の
色
合
い
が
濃
い

も
の
で
あ
っ
た
。
諏
訪
市
は
、
30
年

間
に
わ
た
り
誘
致
と
地
元
理
解
を
進

め
て
き
た
。
15
年
前
に
急
き
ょ
、
東

京
・
名
古
屋
を
直
線
で
結
ぶ
現
コ
ー

ス
に
変
わ
っ
た
。
大
井
川
流
域
の
影

響
調
査
や
対
策
を
な
お
ざ
り
に
し
た

工
期
あ
り
き
で
は
な
い
か
。

A�

Ｊ
Ｒ
の
調
査
の
デ
ー
タ
開
示
は
不
十

分
で
あ
っ
た
が
、
地
域
と
連
携
す
る

姿
勢
に
変
わ
っ
て
き
た
。

Q 

静
岡
市
の
学
識
経
験
者
に
よ
る
経
済

影
響
調
査
報
告
書
に
メ
リ
ッ
ト
は
見

当
た
ら
ず
、
東
京
ま
で
１
時
間
の
静

岡
市
の
優
位
性
は
低
下
す
る
と
あ
る
。

環
境
や
水
資
源
の
影
響
対
策
と
補
償

に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
工
事
に

よ
る
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
大
井
川
流

域
の
整
備
を
求
め
る
べ
き
だ
。

A�

リ
ニ
ア
工
事
の
影
響
に
対
し
て
、
市

民
生
活
や
地
域
産
業
の
保
全
を
大
前

提
と
し
て
い
る
。
交
通
量
の
拡
大
、

企
業
活
動
の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
が
、

今
は
メ
リ
ッ
ト
を
検
討
す
る
時
期
で

は
な
い
。

Q 

大
井
川
鐵
道
の
全
線
復
旧
に
向
け
た

現
況
を
伺
う
。

A�

被
災
状
況
の
確
認
、
現
状
分
析
、
復

旧
費
用
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Q 

奥
大
井
ま
で
流
域
全
域
の
面
的
観
光

対
策
は
ど
う
か
。

A�

川
根
本
町
と
連
携
し
、
大
井
川
流
域

の
観
光
資
源
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。

八
や

木
ぎ

伸
のぶ

雄
お

 議員

一問一答

ど
う
す
る
川
根

リ
ニ
ア
＆
Ｓ
Ｌ
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リビング・ウイルの冊子

Q 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
年
代
別
の
人
数

と
、
男
女
別
の
人
数
は
ど
う
か
。

A�

20
代
12
人
、
30
代
18
人
、
40
代
33
人
、

50
代
54
人
、
60
代
46
人
、
70
代
以
上

41
人
で
、
男
性
は
32
人
、
女
性
は
１

７
２
人
で
あ
る
。

Q 

ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
不
足
の
対
策
は
、

ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い
る
か
。

A�

対
策
は
急
務
で
あ
る
。
若
い
年
代
や

男
性
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ

る
。
介
護
職
員
初
任
者
研
修
な
ど
各

種
研
修
に
つ
い
て
積
極
的
に
周
知
し
、

受
講
を
促
進
し
、
多
様
な
人
材
の
参

入
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Q 

短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
は
、
経
営
難
か
ら
縮
小

ま
た
は
休
止
の
判
断
を
迫
ら
れ
て
い

る
が
、
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

A�

原
油
や
光
熱
費
な
ど
の
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
、
令
和
４
年
度
に
は
事
業

継
続
支
援
金
を
交
付
し
た
。
令
和
５

年
度
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
支
援
事

業
を
実
施
し
て
い
く
。

Q 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

の
課
題
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A�

急
な
利
用
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
応
に
備

え
た
人
材
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

Q 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
今
後
の
展
開
は
。

A�

プ
ラ
ザ
お
お
る
り
内
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

専
用
ル
ー
ム
を
設
置
し
、
事
業
の
定

着
と
充
実
を
図
る
。

Q 
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
の
認
知
度
を
高

め
る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

A�

必
要
性
な
ど
の
啓
発
を
目
的
と
し
た

講
演
会
や
講
座
な
ど
を
実
施
す
る
。

横
よこ

山
やま

香
かお

理
り

 議員

一問一答

介
護
現
場
の

課
題
解
決
に
向
け
て

家庭菜園で家計を助けましょう

Q 

物
価
は
上
が
り
、増
税
も
控
え
て
、市

民
生
活
は
苦
し
い
一
方
で
あ
る
。
市

民
税
な
ど
、
市
が
徴
収
す
る
税
金
の

減
税
は
で
き
な
い
か
。

A�

制
度
上
は
可
能
だ
が
、
国
か
ら
の
交

付
金
が
減
ら
さ
れ
て
し
ま
う
。

Q 

で
は
政
策
を
カ
ッ
ト
し
た
分
の
予
算

を
市
民
に
還
元
で
き
な
い
か
。

A�

事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
重
要
だ
。
業

務
を
見
直
し
て
い
く
。

Q 

市
内
食
料
自
給
７
％
。
危
機
感
は
。

A�

国
が
や
る
べ
き
課
題
だ
。

Q 

食
料
危
機
の
回
避
の
為
に
も
、
農
家

に
多
品
目
栽
培
の
推
奨
、
市
民
に
家

庭
菜
園
の
推
進
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

A�

多
品
目
栽
培
も
家
庭
菜
園
も
、
で
き

る
市
民
に
は
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

有
機
栽
培
の
米
飯
か
ら
学
校
給
食
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
を
進
め
て
は
ど
う

か
。
有
機
米
を
市
が
買
い
取
る
の
だ
。

A�
一
つ
の
選
択
肢
だ
。
条
件
次
第
だ
。

Q 

農
地
の
25
％
を
有
機
栽
培
に
切
り
替

え
る
と
政
府
は
言
う
が
、
Ｊ
Ａ
は
協

力
し
て
く
れ
る
の
か
。

A�

積
極
的
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

Q 

少
子
化
対
策
本
気
で
や
る
気
あ
る
か
。

A�

本
気
で
や
る
の
は
間
違
い
な
い
が
。

Q 

福
島
第
一
原
発
の
処
理
水
放
出
を
見

て
い
る
と
リ
ニ
ア
工
事
も
強
行
さ
れ

か
ね
な
い
。
水
面
下
で
補
償
の
話
は

考
え
て
い
る
か
。

A�

今
は
水
資
源
の
保
全
に
注
力
し
た
い
。

Q 

市
長
に
聞
く
。
若
者
に
明
る
い
未
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
ほ
し
い
。

A�

選
ば
れ
る
ま
ち
、
未
来
に
希
望
が
持

て
る
ま
ち
を
つ
く
り
た
い
。

青
あお

山
やま

真
まさ

虎
とら

 議員

一問一答

苦
し
い
時
代
を

乗
り
超
え
よ
う
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Q 

冷
房
を
入
れ
て
い
る
が
教
室
が
と
て

も
暑
い
と
い
う
状
況
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
天
井
と
壁
の
断
熱
、
窓
の
日
射

遮
断
、
換
気
設
備
の
３
点
セ
ッ
ト
が

絶
対
不
可
欠
で
あ
る
。
藤
沢
市
な
ど

の
保
護
者
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
、
８
月

29
日
、
全
国
の
学
校
の
教
室
の
断
熱

改
修
を
求
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
約

２
万
７
千
筆
を
、
永
岡
文
部
科
学
相

に
手
渡
し
た
。
大
臣
は
「
国
に
小
・

中
学
校
の
断
熱
改
修
に
使
え
る
交
付

金
も
あ
る
の
で
自
治
体
が
利
用
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。
こ

の
動
き
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

A�

単
独
で
断
熱
だ
け
の
改
修
は
難
し
い
。

大
き
な
改
修
事
業
で
補
助
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

ラ
イ
ン
で
は
、
Ａ
３
版
の
確
認
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
る
。
島
田
市
で
も

実
施
を
検
討
す
べ
き
。
12
月
の
防
災

訓
練
で
は
、
Ａ
３
シ
ー
ト
を
配
布
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
各
自

が
作
成
し
て
、
参
加
者
同
士
で
確
認

す
る
の
は
い
か
が
か
。

A�
私
の
避
難
計
画
や
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
当
市
で

も
既
に
や
っ
て
い
る
。
防
災
訓
練
な

ど
ま
と
ま
っ
た
形
で
は
実
施
し
て
い

な
い
が
、
今
後
検
討
す
る
。

全国気候アクション（９月15日 市役所前）

森
もり

　伸
しん

一
いち

 議員

一問一答

小
・
中
学
校
の
教
室
の

断
熱
対
策
の
検
討
を
！

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
は

Q 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
、
災
害
時

に
ま
ず
自
分
は
ど
う
す
る
か
決
め
て
、

こ
の
対
応
が
良
い
か
確
認
す
る
機
会

が
必
要
で
あ
る
。
磐
田
市
の
私
の
避

難
計
画
や
、藤
枝
市
の
マ
イ・タ
イ
ム

島田浄化センター

Q 

令
和
３
年
度
に
島
田
市
一
般
会
計
か

ら
島
田
市
公
共
下
水
道
事
業
へ
の
繰

入
金
額
を
伺
う
。

A�

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
約
５
億

８
９
８
２
万
円
、
う
ち
総
務
省
繰
出

基
準
外
の
金
額
は
約
１
億
５
８
１
５

万
円
で
あ
る
。

Q 

総
務
省
繰
出
基
準
外
の
金
額
が
、
令

和
３
年
度
は
約
１
億
５
８
１
５
万
円

と
あ
っ
た
。
こ
の
部
分
は
独
立
採
算

制
の
原
則
に
そ
ぐ
わ
な
い
か
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

A�

な
る
べ
く
な
く
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

Q 

本
事
業
に
お
け
る
当
市
の
経
費
回
収

率
は
令
和
３
年
度
が
34
・
９
％
で
あ

る
。
全
国
あ
る
い
は
類
似
団
体
と
比

べ
ど
の
よ
う
な
状
況
か
伺
う
。

A�
全
国
平
均
は
99
・
73
％
。
処
理
人
口

や
供
用
開
始
年
度
が
類
似
す
る
地
方

公
共
団
体
の
平
均
は
82
・
55
％
で
あ

る
。

Q 

当
事
業
に
お
け
る
今
後
の
当
局
の
考

え
を
伺
う
。

A�

将
来
的
に
は
、
し
尿
処
理
施
設
と
下

水
道
処
理
施
設
の
共
同
利
用
も
視
野

に
入
れ
、
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

Q 

現
在
進
捗
し
て
い
る
、
島
田
市
公
共

下
水
道
事
業
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

整
備
計
画
エ
リ
ア
内
工
事
が
確
実
に

実
施
さ
れ
る
か
ど
う
か
見
通
し
を
伺

う
。

A�

40
ヘ
ク
タ
ー
ル
部
分
に
つ
い
て
は
事

業
認
可
区
域
外
と
い
う
こ
と
で
、
現

在
未
定
で
あ
る
。

石
いし

川
かわ

晋
しん

太
た

郎
ろう

 議員

一問一答

島
田
市
公
共
下
水
道
事
業
の

現
状
を
伺
う
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これからの島田市農林業はどう変わる

Q 

私
が
議
員
に
な
っ
て
か
ら
の
10
年
間
、

こ
れ
ま
で
島
田
市
が
行
っ
て
き
た
農

林
業
施
策
に
つ
い
て
成
果
は
見
ら
れ

な
い
。
む
し
ろ
状
況
は
悪
く
な
っ
て

い
る
と
思
う
。
耕
作
放
棄
地
、
茶
価

の
低
迷
、
防
霜
フ
ァ
ン
、
青
地
解
消
、

農
林
業
を
支
え
る
若
手
育
成
、
有
機

農
業
、
転
換
作
物
、
販
売
先
な
ど
、

も
ろ
も
ろ
の
問
題
が
あ
り
、
今
ま
で

の
ま
ま
で
は
駄
目
に
な
る
こ
と
は
分

か
っ
て
い
る
。
今
の
環
境
に
見
合
っ

た
農
林
業
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な

い
。
そ
の
諸
問
題
を
整
理
し
対
策
施

策
を
考
え
進
め
る
、
新
し
い
組
織
の

新
設
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

A�「
組
織
は
戦
略
に
従
う
」と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
組
織

が
で
き
る
か
不
明
だ
が
、
検
討
す
る

必
要
は
あ
る
と
思
う
。

Q 

副
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A�

長
い
変
遷
の
中
で
、
特
に
農
業
は
個

人
財
産
に
税
金
を
投
入
し
て
き
た
経

過
を
見
れ
ば
、
大
枠
で
や
り
尽
く
し

た
感
が
あ
る
。
や
っ
て
く
れ
そ
う
な

人
や
法
人
に
対
し
、
や
れ
る
仕
組
み

を
み
ん
な
で
考
え
る
べ
き
と
思
う
。

本
当
に
方
向
性
を
出
す
時
期
が
来
て

い
る
。

Q 

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A�

副
市
長
と
同
じ
考
え
で
は
あ
る
が
、

結
果
が
出
て
い
な
い
以
上
、
責
任
は

感
じ
て
い
る
。
真
剣
に
こ
れ
ま
で
も

や
っ
て
き
た
が
、
提
案
意
見
に
対
し

応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

山
やま

本
もと

孝
たか

夫
お

 議員

包　括

こ
れ
ま
で
の

農
林
業
施
策
で
は
駄
目
だ

２度の被害に遭った河川堤防

Q 

令
和
４
年
の
台
風
15
号
と
本
年
の
台

風
２
号
で
の
市
内
の
被
害
状
況
は
。

A�

台
風
15
号
の
建
物
被
害
は
２
１
３
棟
、

台
風
２
号
で
は
３
棟
と
差
が
あ
る
。

複
数
回
被
災
し
た
建
物
も
あ
る
。

Q 

２
回
の
台
風
被
害
に
対
し
て
、
被
災

者
対
応
の
違
い
は
。

A�

台
風
15
号
は
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
た
が
、
台
風
２
号
は
適
用
さ
れ
ず
、

同
程
度
の
被
害
が
あ
っ
て
も
支
援
の

対
象
と
な
る
人
、
物
と
そ
れ
に
伴
う

支
援
内
容
に
差
が
あ
る
。

Q 

被
災
者
の
対
応
を
行
う
担
当
課
は
。

A�

福
祉
課
、建
築
住
宅
課
、環
境
課
、国

保
年
金
課
、
市
民
課
、
課
税
課
、
納

税
課
な
ど
が
対
応
し
て
い
る
。

Q 

家
屋
被
害
認
定
調
査
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
て
い
る
団
体
に
被
害
調
査

依
頼
を
行
っ
た
か
。

A�
２
回
の
台
風
と
も
団
体
に
は
協
力
依

頼
は
し
て
い
な
い
。

Q 

市
民
は
被
災
状
況
に
お
い
て
急
な
対

応
や
早
い
復
旧
を
求
め
て
い
る
。
迅

速
な
対
応
が
で
き
る
担
当
が
必
要
で

は
な
い
か
。

A�

市
民
目
線
の
業
務
実
施
を
再
認
識
し

て
対
応
し
、
指
揮
系
統
を
明
確
に
し

た
い
。
災
害
対
応
に
は
危
機
管
理
課

が
一
次
対
応
し
、
関
係
部
署
と
連
携

す
る
体
制
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

Q 

短
期
間
に
複
数
回
被
災
し
た
被
災
者

に
対
す
る
支
援
は
検
討
す
る
か
。

A�

静
岡
県
議
会
の
災
害
特
別
見
舞
金
の

制
度
が
報
道
さ
れ
て
い
る
の
で
、
通

知
が
あ
り
次
第
対
応
で
き
る
よ
う
準

備
し
て
い
る
。

清
し

水
みず

唯
ただ

史
し

 議員

一問一答

被
災
者
対
応
は

被
災
者
の
立
場
に
立
っ
て
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※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

統廃合後の運営は地元の協力と信頼が第一

Q 

当
市
に
お
け
る
指
定
管
理
施
設
は
、

事
業
者
に
と
っ
て
魅
力
が
な
い
施
設

が
多
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A�

指
定
管
理
者
の
募
集
に
対
す
る
応
募

が
一
者
の
み
で
あ
っ
て
も
、
魅
力
が

な
い
施
設
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Q 

指
定
管
理
事
業
者
か
ら
見
て
、
応
募

す
る
魅
力
は
何
と
考
え
て
い
る
か
。

A�

自
社
事
業
の
範
囲
を
広
げ
る
機
会
に

な
り
、
公
共
施
設
の
管
理
者
と
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
や
社
会
か
ら

の
信
頼
や
評
価
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

Q 

自
治
体
が
経
費
削
減
を
優
先
す
る
こ

と
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
の
現
場
ス

タ
ッ
フ
の
人
件
費
が
削
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A�

直
営
で
運
営
し
た
場
合
の
経
費
を
基

に
積
算
し
て
お
り
、
経
費
の
余
分
な

削
減
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

大
おお

村
むら

泰
やす

史
じ

 議員

一問一答

民
間
を
生
か
す

指
定
管
理
者
制
度
の
仕
組
み
を

A�

夜
間
の
騒
音
な
ど
を
心
配
す
る
声
も

あ
っ
た
が
、
近
隣
に
迷
惑
が
掛
か
る

よ
う
な
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
一
部
、

別
の
会
場
を
用
意
す
る
な
ど
の
対
策

を
検
討
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

Q 

当
初
優
先
交
渉
権
者
が
掲
げ
て
い
た

取
り
組
み
事
項
と
相
違
し
て
い
る
と

感
じ
る
が
（
例
え
ば
教
育
面
）、当
局

の
見
解
を
伺
う
。

A�

会
員
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
事
業
目
的
を
逸
脱
し

て
い
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

学
校
統
廃
合
の
取
り
組
み
状
況
は

Q 

伊
久
美
小
学
校
の
優
先
交
渉
権
者
と

地
域
の
方
と
の
協
議
で
、
問
題
点
な

ど
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

外部指導者を招き練習（二中吹奏楽部）

Q 

地
域
移
行
に
向
け
、
実
施
主
体
や
外

部
人
材
確
保
の
方
法
な
ど
の
考
え
は
。

A�

今
年
度
、
島
田
市
新
た
な
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
連
絡
協
議
会
を
発
足
し
、
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

Q 

地
域
移
行
後
の
部
活
動
に
学
校
や
教

員
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
。

A�

学
校
の
施
設
利
用
な
ど
の
管
理
運
営

上
の
新
た
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
上
で

対
応
し
て
い
く
。
教
員
は
、
本
人
の

希
望
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
る
仕
組
み

と
な
る
。
そ
の
際
、
校
長
な
ど
の
了

承
の
上
、
市
教
育
委
員
会
の
兼
職
兼

業
の
許
可
を
得
た
上
で
従
事
す
る
。

Q 

地
域
移
行
に
際
し
新
た
に
発
生
す
る

経
費
を
ど
の
よ
う
に
負
担
す
る
か
。

A�

地
域
ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る
に
は
、
指

導
料
、
施
設
利
用
料
、
保
険
料
そ
の

他
運
営
費
な
ど
も
含
め
た
必
要
経
費

が
新
た
に
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

一
般
的
に
は
受
益
者
負
担
で
あ
る
。

Q 

義
務
教
育
の
一
環
で
あ
る
部
活
動
の

地
域
移
行
に
お
い
て
、
家
庭
の
経
済

的
な
格
差
に
よ
っ
て
活
動
や
経
験
の

格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
保
護
者
負

担
軽
減
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A�

学
校
施
設
利
用
は
要
綱
な
ど
に
基
づ

き
取
り
扱
う
。
公
共
施
設
な
ど
も
含

め
適
切
な
水
準
を
協
議
し
て
い
く
。

Q 

今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

A�

現
状
把
握
に
向
け
、小
学
５・６
年
生

と
中
学
１
・
２
年
生
、
保
護
者
、
教

職
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
令
和
９
年
度
夏
以
降
を
目
標
に
、

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
を
協
議

し
段
階
的
に
移
行
し
て
い
く
。

村
むら

田
た

千
ち

鶴
づ

子
こ

 議員

一問一答

令
和
９
年
夏
以
降

休
日
部
活
が
地
域
ク
ラ
ブ
へ
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ザッ討論 賛成？
反対？

市議会定例会最終日に行われる議案採決の前に、賛成・反対の意見を表明する「討論」を行います。９
月定例会では、７議案について討論が行われ、賛成・反対の意見が表明されました。

【認定第２号】令和４年度島田市国民健康保険事業特別会計決算の認定について
国民健康保険税の改定は、当市の平成31年２月
市議会定例会において議決されたものである。こ
の改定は、令和元年度に基礎課税額分の資産割
を廃止したことに伴うものであり、さらに、被保
険者への急激な負担増を避けるため、基礎課税
額分の所得割を令和２年度から段階的に引き上
げている。令和４年度の決算は、この議決にのっ
とり進められており、今後の国民健康保険事業の
安定した運営に寄与するものである。よって、適
正な予算執行がなされたものと判断する。

賛 

成

国民健康保険税の基礎課税額を所得割率6.2%
から6.6％に引き上げた下での決算は容認でき
ない。年度末の未納世帯は前年度より増えて609
世帯、未納額は5,498万5,768円となった。所得段
階別で見ると200万円以下が65％を占め、300万
円から500万円以下の世帯にも未納が増えてい
る。コロナ禍や物価高騰の影響が出ている。財
源不足による基金を取り崩す事態は生じなかっ
た。高すぎる国民健康保険税は、保険事業基金
約７億円を取り崩して、引き下げることを引き
続き求める。

反 

対

【認定第１号】令和４年度島田市一般会計決算の認定について

歳入、歳出ともに対前年比増額となる中、第
２次島田市総合計画後期基本計画を基に効率
的に事業を推進し、成果のある決算内容であ
ると捉えている。
歳入のうち市税総額で対前年比2.3％の増と
なり、予算額を上回る税収を確保している。市
債は、対前年43％の増となるが、新庁舎整備
事業や第一小改築事業など、公共施設を使用
する世代間の負担公平性を確保した事業に充
てている。
歳出では、新型コロナ感染症対応地方創生臨
時交付金を活用し、自治体マイナポイント事
業および急激な物価高騰対策としての各種支
援事業を実施した。甚大な被害をもたらした
台風15号の災害復旧事業などは、市民第一の
迅速な対応が図られたと評価する。議論と
なった複数の事業のうち、窓口業務包括委託
については、民間事業者のノウハウを活用し、
質の高いサービスが提供されている。また旧
金谷庁舎跡地利活用事業の支出は、事業者と
地域住民の信頼関係を構築するために要する
開業準備業務としての妥当性が認められる経
費である。なお、ＳＣ醸成に伴う事業者への対
価の支払いについては、事業者からの報告書
などの内容と評価を明確にし、適切な支払い
を行うよう市当局に要望する。また新型コロ
ナウイルスワクチン接種事業では、接種希望
者への円滑な接種体制が実施され、発症予防
や重症化予防が図られた。観光分野では、島
田大祭、しまだ大井川マラソンinリバティの
開催などにより、にぎわいの創出や経済の活
性化が図られた。
このように、市民福祉の向上を図り、健全性
を趣旨とした予算執行であることから、令和
４年度決算を認定する。

賛 

成
今の市政にはビジョンがない。市長に将来のビジョ
ンについて質問したところ「選ばれるまちにしたい」
と答弁があった。先日アンケートに答えた県内首長
の47％が「自分の自治体の消滅について強い危機感
を持っている」と答え、「ある程度の危機感を持って
いる」と答えた42％を合わせると、89％の首長が消
滅危機を感じている。食料自給率向上や少子化対策
など、国がやることとの答弁があったが、地方も一
丸となって解決に向けて進める必要がある。ビジョ
ンを定め、意味ある自治体を目指さなければならな
い。

反対の第１として、旧金谷庁舎跡地利活用事業であ
るＰＦＩ事業は、15年の長期契約と約23億円の事業
である。事業に伴う準備経費として1,700万円は過大
である。本来、公民館活動は、市民の生涯学習と社
会教育の一環であるため、利潤追求を目的としてい
ない。一連の経費は認定できない。第２に、窓口受
付等包括業務委託は、民間活力を利用してコスト削
減を図るとして導入されたが、将来的に大きな不安
要素がある。個人情報保護の観点からも問題があり、
人件費削減目的の包括委託費の執行は認められない。

決算認定は、予算執行が適正かの他に、目的とした
行政効果が得られたか否かの視点でも審査が必要だ。
この視点から審査すれば、疑問が残る。ここ10年来、
農林業・商工業において同様の施策を続けてきた。シ
ティプロモーションの緑茶化計画もここ数年行って
きた。しかしながら、人口減は続き、市税収入は過
去10年間140億円台が続き、伸びてはいない。今後の
市民サービスへの歳出増は見込めない。一度立ち止
まって施策を練り直す必要がある。行政効果の市税
増収に至っていない以上、認定はできない。

反 

対
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【認定第７号】令和４年度島田市後期高齢者医療事業特別会計決算の認定について
後期高齢者医療保険料率改定は、法律に基づき２
年に一度実施され、静岡県後期高齢者医療広域連
合議会で十分に審議されたものと認識している。
歳出の面では、一人当たりの医療費の増大および
団塊の世代の保険給付費が増加する一方、歳入の
面では、現役世代からの支援金が減少する中で、保
険料の上昇を抑制するため、剰余金を財源として
活用するなど、高齢者の負担軽減について配慮さ
れている。今後の後期高齢者医療制度の安定した
運営のため、保険料率改定はやむを得ないもので、
適正な予算執行がなされたと考える。

賛 

成

75歳以上の後期高齢者医療保険料の引き上げの
下で行われた決算は容認できない。所得割率は
8.07％から8.29％へ、均等割額は4万2,100円から
４万2,500円に引き上げられた。2008年から始まっ
た後期高齢者医療制度は、75歳以上という年齢で
区切り、高齢者を別枠の医療保険へ囲い込んで、負
担増と差別医療を押し付けるものだ。この年、さ
らに医療費窓口２割負担も新たに導入され、高齢
者の生活を圧迫する事態だ。この制度は廃止して、
元の老人保健制度に戻すべきだ。

反 

対

【議案第89号】令和５年度島田市一般会計補正予算（第７号）
人口減少が進み人材の確保が困難な社会情勢にあ
る中、民間事業者のノウハウを利用し、創意工夫
により効率的な業務の遂行と市民サービスの向上
を図るためには、窓口業務包括委託は必要である。
これまでのアンケート調査の結果として、５段階
評価で３以上と回答した来客者の割合は９割強を
維持していること、人件費の削減効果が見込まれ
ることから、窓口業務を安定的に高い水準で実施
しており、今後も質の高い市民サービスの提供を
要望する。

賛 

成

「官から民へ」「民間活力の利用」と公務労働の市
場化が進められてきた。その弊害として、全国展
開している食堂運営会社が倒産に追い込まれ、県
内の高校など７施設の給食が提供されない状況が
発生した。その主な原因は、諸物価の急激な高騰
による。突然事業から撤退する民間事業者の不安
定さは、市民サービスの後退ばかりでなく、大き
な社会的混乱を招く。公務労働は、どの仕事も経
験蓄積と継続性が重要。全体の奉仕者として市民
に責任を負っている。正規職員の増員を求め、直
営に戻すべきである。

反 

対

【議案第90号】令和５年度島田市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和２年度から導入された国民健康保険事業の窓
口業務包括委託では、年度当初の人事異動の影響
による一次的なサービス低下が改善されるとともに、
市民からの苦情やトラブルもほとんど見られていな
い。また受託業者が実施した窓口アンケートでも、
５段階評価で３以上と回答した来客者数の割合が
９割強を占め、個別でも良い評価の意見が多い。こ
のことから、現在の窓口業務について市民から一定
の評価が得られているものと考え、窓口業務等包括
委託するための債務負担行為については、適切な予
算措置と判断する。

賛 

成

令和６年度から令和10年度までの窓口業務等包括
委託の債務負担行為補正、限度額6,435万円に反対
する。この４年間、国民健康保険事業、後期高齢
者医療事業、国民年金事務に関する窓口業務など
は、民間会社に請負業務委託されてきた。会計年
度任用職員制度移行と軌を一にして始まり、会計
年度任用より人件費が削減できるとして、窓口業
務などを民間に丸投げした。当初、マニュアルも
研修もなく、委託開始から多くの混乱があったと
聞いている。個人情報保護、守秘義務の点からも
市の直営を求める。

反 

対

【議案第91号】令和５年度島田市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
介護保険事業の窓口業務包括委託については、従
事者自らの業務改善や情報共有などを通して、市
民に安定したサービスが提供されているとともに、
業務に対する従事者の資質や市民サービスの向上
も十分に図られている。また受託業者が実施した
窓口アンケートでも、５段階評価で３以上と回答
した来客者数の割合が９割強を示していることや、
個別でも良い評価の意見を得ていることから、市
民から一定の評価が得られているものと考える。
窓口業務等包括委託するための債務負担行為につ
いては、適切な予算措置と判断する。

賛 

成

令和６年度から10年度までの窓口業務等包括委託
の債務負担行為補正、限度額１億692万円に反対す
る。会計年度任用職員では人件費が掛かりすぎる
からとコスト削減を狙い、民間会社に業務委託し
たと言える。長寿介護課の介護認定申請受付や高
齢者福祉窓口事務をはじめ、介護保険や高齢者に
関わる支給事務などは市民サービスの大事な業務
であり、守秘義務や公務の専門性、継続性が求め
られる。勤めてもすぐ辞めるような定着性のない
職場では、公務としての市民サービスは後退して
しまう。直営を求める。

反 

対
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【議案第94号】島田市下水道条例の一部を改正する条例について
島田市公共下水道事業に対しては、令和２年度と
３年度に約５億9,000万円が、一般会計から繰り出
された。独立採算制の原則や国からの通知と併せ、
安定的で継続的な公共下水道事業の運営を考えれ
ば、この料金改定は必要不可欠である。物価高騰
の中、市民生活や企業活動は苦しい状況に置かれ
ているため非常に難しい判断となるが、その影響
は公共下水道事業にも及んでおり、年間900万円程
度のコスト高となっている。使用料金を上げなけ
れば、その分を一般会計からの繰入金で負担する
こととなり、間接的には利用者以外の市民に負担
いただくこととなる。掛かる費用は適切なバラン
スで、応分の負担をすることが望ましいと考える
ことからも本議案に賛成する。

賛 

成

下水道使用料の改定内容は、使用料平均単価を現
状１㎥当たり139.4円から165.2円と、18.6％の引き
上げとなる。一月当たりの基本使用料は、現行の
865.81円から20.7％の増額で1,045円となる。反対
の理由は、物価高騰で市民の暮らしや営業が大変
苦しい時の値上げであり、容認できない。下水道
普及率は12.19％、接続率は78.5％だ。接続率を高
め有収水量を増やすこと、またコスト削減に努め、
国や県からの財政支援をさらに求めるなど、経営
努力を推し進めるべきだ。

反 

対

※議長（藤本善男）は採決に参加しません。　※「無会派」とは、会派に属さない議員のことです。

【採決結果一覧】賛成・反対の分かれた議案および請願の結果を掲載しています

○：賛成
×：反対
△：棄権
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【認定第１号】
令和４年度島田市一般会計決算の認定に
ついて

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○

【認定第２号】
令和４年度島田市国民健康保険事業特別
会計決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○

【認定第７号】
令和４年度島田市後期高齢者医療事業特
別会計決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

【議案第89号】
令和５年度島田市一般会計補正予算

（第７号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

【議案第90号】
令和５年度島田市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

【議案第91号】
令和５年度島田市介護保険事業特別会計
補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

【議案第94号】
島田市下水道条例の一部を改正する条例
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
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議会活動レポート①

金谷高校生と島田市議会との意見交換会
将来を担う若者に聞く！

島田市議会では、18歳への選挙年齢引き下げを踏まえ、次世代を担う高校生が議会や島田市の現状
をどのように考え、今後どうなってほしいかなどの意見を市政に反映できる場を設けていくべきとの
観点から、高校生との意見交換会の実施について検討を重ねてきました。
今回は、９月20日に実施した、静岡県立金谷高等学校３年生12人と市議会議員６人との意見交換会
の様子をお伝えします。

テーマ１　自分たちの住んでいるまちが、どんなまちになってほしい？
テーマ２　思い描くまちの姿を実現するために、私たち一人一人に何ができる？

•曲がり角や見通しの悪い箇所にカーブミラーを設置し
てほしい。
•バス路線、大井川鐵道の本数を増やしてほしい。
•駅周辺にコンビニや買い物を楽しむことができる施設
がほしい。
•「若者が広告をデザイン！」のような企画がほしい。

•映画館や大型テーマパーク、全国チェーンの飲食店、大き
な本屋、大きいショッピングモール、動物カフェなどがほ
しい。
•電車やバスの本数を土・日曜日も増やしてほしい。
•体験型の観光施設がほしい。
•インスタ映えするスポットがほしい。

私たちにできること
•地域の人と相談し、要望する。
•人が多く住むまちにはお店が来る。人が多く住むまち
にするため、ＳＮＳなどでＰＲする。
•学生が積極的に動いて、自分から売り込みに行く。

私たちにできること
•バスや電車をもっとたくさん使う。
•どこにインスタ映えスポットができるか、地域の中で
ワークショップで一緒に考え要望する。
•仲間でメリットを共有し、チームを組んで市に訴える。

Ａグループ

Bグループ



23 議会だよりShimada City Council Newsletter

•道路の整備を進め、歩道を増やしてほしい。
•バスの本数を増やしてほしい。
•金谷から観光スポットへの交通手段を増やしてほしい。
•映画館など遊べる施設がほしい。
•災害対策が充実しているまちにしたい。

私たちにできること
•公共交通の全体的な見直し。
•金谷でできることをみんなで探す。
•自分の命は自分で守る工夫。家庭での備蓄。
•地域の人との交流を深める。

Cグループ

意見交換会を終えて

ワークショップでは、とても楽しい雰囲気の中、高校生が真剣にさまざまな意見を出してくれまし
た。普段の生活で感じる不便に対する意見や、放課後や休日をより充実させるための意見は、より良
い島田市を実現するために、しっかり生かしていかなければなりません。市議会として、若い声を市
政の原動力に変えて活動していきます。

静岡県立金谷高等学校は、今年度をもって57年の歴史に幕を下ろすことになります。その跡地には、
令和６年４月に静岡県立ふじのくに国際高等学校が開校します。今回は、静岡県立金谷高等学校の最
後の卒業生となる３年生12人と意見交換をすることができました。ご協力いただいた高校生の皆様な
らびに学校関係者の皆様、ありがとうございました。
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今年度の活動のメインとなる、高校生との意見交換会
が始まりました。最初は金谷高校です。詳細は22～ 23ペ
ージをご覧ください。また今号では島田市立看護専門学
校３年生５人とのインタビューを特集しています。２～
３ページをご覧ください。
若い人たちの島田市に対する感想や要望をお聞きし、
今後の議会活動に生かすとともに、このような機会を通
じて、若者に議会へ興味を持ってもらえたらと思います。
新庁舎の完成に伴い、現在の庁舎での最後の議会とな

りました。昭和37年に旧島田市の議場として造られ、合併
後、金谷庁舎の議場で使った椅子を再利用したと聞いて
います。33人の議員定数に対応したスペースだったため、
広々使うことができました。議場61年間に感謝です。

編 集 後 記

議会活動レポート②

　９月定例会において、令和４年度一般会計の決算に関する事項について審査を行い、以下の３項目につい
て提言として取りまとめ、議長から市長に手渡しました。

１　学校施設の維持修繕について
　　　学校施設の維持修繕に十分に対応するため、予算を適切に配分されるよう努められたい。
２　安全安心な学校給食の提供について
　　�　保護者等の負担金を上げることなく、量と質において安全安心な学校給食を提供するため、原材料費

の価格高騰分を市が負担するよう配慮されたい。
３　 シティプロモーション推進事業、移住定住促進

事業について
　　�　島田市の情報発信や関係人口を増やす事業の

推進は、今後においても推進されるよう努めら
れたい。それに伴い、引き続き閲覧しやすい移
住・定住ポータルサイトの形成と運営に努めら
れたい。

※�提言に対する予算への反映状況などについては、
令和６年２月定例会で示される予定です。

予算・決算特別委員会による提言書提出

広報広聴特別委員会
【委 員 長】森　　伸一
【副委員長】井上　　篤
【委　　員】横山　香理、石川晋太郎

大石　節雄、八木　伸雄

議会を聴きに行こう！議会をオンラインで見てみよう！
新庁舎に移転してから初めての定例会を開催します。傍聴をご希望
の方は、議会開催日に市議会議場（市役所４階）へお越しください。

11月市議会定例会のお知らせ

日程は変更となる場合があります。最新の情報は、ホームページまたは電話
にてお問い合わせください。
☆開会時間は…
　�本会議、常任・特別委員会　（午前）9:30から（８・11日は9:00から）、（午
後）13:30から

※島田市議会では、ペーパーレスによる地球環境の保護などを目的として
ペーパーレス化に取り組む方針が決まっています。

　このため、本会議や委員会などの会議において、議員がパソコンを利用し
て議案等の書類を閲覧している場合に加え、質疑内容などをパソコンを通
じて確認している場合があります。

　御理解いただきますようお願いいたします。
※水色のラインで示された日の本会議は、インターネットでの生中継を行い
ます。
日 月 火 水 木 金 土

11/19 20 21 22 23 24 25

議会運営委員会
本会議（初日）

26 27 28 29 30 12/1 2

本会議
（一般質問）

3 4 5 6 7 8 9
予算・決算特別委員会

厚生教育分科会、
常任委員会／

予算・決算特別委員会
経済建設分科会、

常任委員会 

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案質疑）

予算･決算特別委員会
10 11 12 13 14 15 16

予算・決算特別委
員会総務生活分
科会、常任委員会
／分科会、常任委

員会予備日

予算・決算
特別委員会

17 18 19 20 21 22 23

議会運営
委員会

本会議
（最終日）


